30. Chaotic Phenomenon of the Rotating Disk System by 花見, 仁史
Title30. Chaotic Phenomenon of the Rotating Disk System
Author(s)花見, 仁史








30.Chao tic Phenomenon of the RotatingDisk Sys te m
花見 仁史 (北大 理)
1.はじめに
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tdu｡=0.2(ド/109cm)3/2(M/lM｡)~レ 2 (sec) (ll)
EB=2.58xlO38(M/lM｡)1'2(r./106cm)3/2(mace/1018g/S)
xくr/109cm)3/2△T (erg) (12)
BD=2.98xlO13(M/lM｡)1'4(r./106cm)-3(mace/1018g/S)
x(r/109cm)7/2△T1'2 (gauss) (13)
ここで△Tは無次元化したバースト間隔である｡
この場合､系の振舞いは磁場による磁気遮断面の角運動量の損失の時間スケールと回転の時間スケ
ールがほぼ等しい為､tdunは回転の時間スケールではぼ決っている｡従ってtd｡nは磁気遮断面の平均
的半径によるから､振動現象の時間スケールがtdunと見なしうるなら､観測から換算したtdunからR
eservoirとしての磁気遮断面の典型的半径がわかり､さらにその半径で支える為に必要な星の磁場の
強度がわかる｡
観測からQPOの典型的振動数(数101Z)を説明するには､磁気遮断面の半径が108cmになる10川Gの星
の表面磁場が必要である｡また､ラピッドバースターのバースト間隔は10Sから1000Sのなるので半径
は1018cm､星表面の磁場が1015G以上なければいけないことになる｡
このモデルでは回転軸と磁場双極子の軸が揃っていたが､一般には傾いている場合も有り得る｡こ
の様な場合､磁気遮断面から落下した物質は磁場に沿ってその軸上の星表面に衝突し､熱化され紹肘
を発生させるから､X線パルサーとして観測されてもよいことになる｡現在の所その様な例はまだ見
つかってないが､もし発見されれば､このモデルの検証になりうる｡
磁場と回転運動が重力に抵抗する容疑者としたX線変動のモデルをたて､その振舞い調べてきたが､
ここで提出したモデルは棺射や熟的効果を無視していた｡実際の現象においては､これらの物理過程
はかなり重要になると思われる｡QPOなどは今のところエディントン光度に近いものに発見されている
ように指射が無視できない状況が絡んでいる可能性がある｡従って拓射も重要参考人として事情聴取
中である｡
最後に
QPOに付随した1/fノイズと似たものが活動的銀河中心核からも観測される事も聞くから､1/fノイ
ズは降着現象に不変的なものかもしれない｡この1/fノイズは1/fbに比例するノイズのうちb=0のホワ
イトノイズとb=2のブラウンノイズの中間のべき数b=1であることから､褐白色ノイズとかピンクノイ
ズと呼ばれる｡さらにこのピンクノイズは電気回路や高速道路上の車の流れさらには心臓の鼓動にも
見つかっている｡このように我々が一般的に活動的とか生き生きしていると感じる裏には､カオスに
関係したピンクノイズが顔を出す｡科学技術の進歩と共にシステムを細分化する還元論的世界観は日
常生活にも大きな陰を落としているが､自然の生き生きした振舞いを記述するのには我々はまだまだ
未熟である｡カオテイクな振舞いに現れるピンクノイズのパワースベクHLが1/fということはその振
舞いに長時間相関がある事を意味する｡つまり､一見無軌道な振舞いも過去の歴史を背負っているこ
とになる｡創造の営みの背後にはカオディックな過程が潜み､伝統のqlから小さな差異を増幅させ､
新しいものを生み出す力となっているとも思える｡この観点からみると1/fノイズは決定論的法則に
支配された世界の隙間からのささやかな自由意志を訴えるピンクのモーツアルトかもしれない｡
最後に､スペクトル解析について色々お世話になった北拘道大学地震予知組測地域センターの山本さ
ん､カオス力学系について教えてくださった薬学部の松本さん､思い込みの強い私の議論につ連合っ
てくださった坂下教授をはじめとする北海道大学宇宙物理研究室の皆さんに感謝します｡
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